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◆宇佐漁港海岸では、南海トラフ地震による被害を軽減するため、地震・津波対策を
　実施しています。

◆平成26年に皆様から意見をいただき、レベル1津波に対応する整備計画に対し、
　まずは、段階施工高さでの整備を行っているところです。

◆段階施工高さでの整備が一定区間進んでいることから、再度皆様からの意見を
　お聞きしたいと考えています。

◆本資料により津波対策の目的や効果をご理解いただき、別添アンケートにより、
　ご意見いただけますようお願いいたします。

◆代表箇所を用いて資料を作成していますので、地形の違いにより構造物の形状
　が異なる場合があります。
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１．南海トラフ地震について

高知県作成防災啓発冊子「南海トラフ地震に備えちょき」（令和2年12月改訂）より抜粋、編集

　１－１．南海トラフ地震の概要



　1-２．揺れと津波（最大クラス：ﾚﾍﾞﾙ２）

高知県作成防災啓発冊子「南海トラフ地震に備えちょき」（令和2年12月改訂）より抜粋、編集

約15分

約３分

１．南海トラフ地震について

約24m

震度6弱～6強
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７８年経過

　1-３．南海トラフ地震発生履歴

◎令和6年8月  8日：南海トラフ地震臨時情報(巨大地震注意)の発表
◎令和7年1月15日：南海トラフ地震発生確率の引き上げ（地震調査委員会）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　３０年以内の発生確率 「70～80％」 ⇒ 「８０％程度」

１．南海トラフ地震について

　1-4．南海トラフ地震に関連する情報

 前回の昭和南海地震から約８０年が経過しようとしている中、昨年の南海トラフ地震
 臨時情報の発表や、今年になって今後30年以内の発生確率が引き上げられるなど、
 南海トラフ地震発生は近づいている　

説
明



2．地震・津波に対する高知県の対応

高知県では対策をするうえで、規模や発生頻度に応じて基本的に
２つのレベルの津波を想定しています。
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２つのレベルの津波に対して想定外が無いように、ソフト（避難等）・ハード（構造物）の
両面での対策を進めます。

堤防などのハード対策はレベル１津波への対応が基本となっており、レベル２津波に
対しては避難などのソフト対策での対応となります。

説
明

津波のレベル レベルの定義 宇佐地区　
想定津波高

レベル２津波
 概ね百数十年から千年に1回程度の頻度

 で発生し、影響が甚大な最大規模の津波
約２４m

レベル1津波
 概ね数十年から百数十年に1回程度の頻

 度で発生する可能性が高い津波

 ３.８m
～

   ６.８m
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3．宇佐地区における津波対応策【ソフト対策】

避難行動を迅速に行うためには
　・ 家屋の耐震化 (支援制度あり)

　・ 家具の固定 (支援制度あり)　
　・ 避難路の整備
　・ 避難場所の整備
　・ 情報の発信等 (土佐市防災ｱﾌﾟﾘ)

■津波緊急避難場所（浸水水位は最大ｸﾗｽ）
土佐市津波ハザードマップ（令和５年更新）より

★大きな揺れを感じたら「まずは
避難」すること。

迅速な避難行動ができるよう、
土佐市では、避難路、避難広場
の整備とともに、家屋の耐震化
への支援や情報発信アプリなど
の活用促進を行っています。

説
明

避難することが生命を守る対策！



＜計画・整備の考え方＞
設計津波（レベル1津波）の水位から背後地域を守るために必要な高さでの整備
を基本とする　

設計津波により背後地が浸水することを防止し、設計を超える津波からも一定の
避難時間を稼ぐため、耐震補強により堤防機能を保持する　

整備高は周辺環境との調和や背後地の重要度、地域避難計画との整合性など
について、地域の意見も聞きながら総合的に判断する

4．宇佐地区における津波対応策【ハード対策】

　4-1.宇佐漁港海岸において
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・計画高は、レベル1津波を対象に設計しています。
・堤防の耐震補強を行うことにより、地震発生後も機能を保持し、レベル1津波による
 浸水から宇佐地区を防護できます。また、レベル1津波を超える津波が発生しても浸
 水を遅らせ、避難時間を稼ぐ効果があります。
・現在は周辺環境の変化を考慮し、計画高よりも低い、段階施工高さで工事を進めて
 いますが、計画高での整備に向け皆様のご意見をお聞かせ下さい。

説
明

　　堤防はレベル １ 津波に対して計画する



　4-2.整備の目的と効果
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4．宇佐地区における津波対応策【ハード対策】

 耐震補強とともに、レベル1津波から背後地域の 「命」「財産」
 「暮らし」を守るために必要な施設高さを確保

・レベル１津波の水位から背後地域を守る　　  
・津波発生後の避難時間を稼ぐ     　　　　　　　　　　　　　 

計画高による整備について

目
的

効
果

※現在実施中の段階施工高による整備について
　・計画高で整備する前段階として、事業効果の早期発現を図るもの
　・耐震補強により、地震に対しては堤防機能を保持することができるが、施設高さが不足して
　 いるため、レベル１津波を防ぐことはできない
　・津波の浸水時間を遅らせることで、避難活動を補完するもの

計画高で整備した場合、現在実施中の段階施工高で不足している施設高さを満足でき、
宇佐地域全域をレベル１津波から防護することができるが、堤防が高くなるため、海岸周
辺においては景観・風通し・日当たりなどの環境変化が大きい

 周辺環境との調和（景観・風通し・日当たり 等） の変化が大きい 
課
題

説
明
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井尻地区

竜地区

新居地区

漁港区域

宇佐地区
計画高では、レベル1津波
の水位に対して堤防高さ
が満足しているため、津
波の侵入を防ぐことがで
きる。そのため、浸水区
域がほとんどなくなると
想定されている。

説
明

計画高整備時　

4．宇佐地区における津波対応策【ハード対策】

凡　　　例
　　　　  漁港区域　

　　　　　　 　 想定浸水区域
　　　　 　防護ライン
　　　　  防護区域

　4-3.津波浸水防護効果（レベル1津波シミュレーションより）



竜地区

新居地区

井尻地区

漁港区域

宇佐地区

凡　　　例
漁港区域　

　　　想定浸水区域
　　　　 　　　　　防護ライン（段階施工高）

　　　　　　　防護ライン（計画高）
防護区域
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段階施工高では、レベル
1津波の水位に対して堤
防高さが足りないため津
波の侵入を防護できず、
宇佐地域全域にわたり広
く浸水する想定となって
いる。

説
明

4．宇佐地区における津波対応策【ハード対策】

　4-3.津波浸水防護効果（レベル1津波シミュレーションより）

段階施工高整備時　



宇佐地区

新居地区

竜地区

井尻地区

計画　565m
完成　565m
進捗　100%

計画　805m
完了　594m
進捗　　74%

計画　434m
完了　254m
進捗　　59%

計画　3,996m
完了　   879m
進捗　  　22%

事業進捗表【段階施工延長分】　　（R５年度末）

凡例
　　完成断面完了
  　段階施工完了
  　R6年度以降

完了延長（単位：ｍ）

計 堤防

新居 565 565 100.0%

宇佐 3,996 879 22.0%

井尻 805 594 73.8%

竜 434 254 58.5%

計 5,800 2,292 39.5%

計画延長（単位：ｍ）
地区 進捗

 4．宇佐地区における津波対応策【ハード対策】

　4-4.整備の進捗状況（予定事業期間：平成25年度～令和13年度）

令和5年度末で段
階施工による整備
延長が約4割完了

説
明



地震発生

地盤沈降
液状化

沈下量：-2.0m程度
(宇佐全域)

沈下量：-0.1mから-1.2m程度
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　5-1.地震発生時の流れ　

5．宇佐地区における地震・津波（レベル 1 津波発生地震）

津波襲来

地震発生　　　　　　広域的な地盤沈降　　　　　液状化による沈下等　　　　津波襲来

宇佐地区（橋田～松岡）においては、県道の高さ（現状：T.P+5.7～5.9m程度）が、
地震後には最大3.2m程度沈下。
また、竜地区においては、県道の高さ（現状：T.P+6.0～6.3m程度）が、地震後には
最大2.7m程度沈下すると想定される。

　その後、津波が襲来する！！

説
明



宇佐地区
　-2.03m

【凡例】

　5-2.広域的な地盤沈降とは・・・

（出典）2003年中央防災会議　波源データ

L1津波地震動
『東南海・南海地震津波断層モデル』
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5．宇佐地区における地震・津波（レベル1津波発生地震）

地震の原因であるプレートの変移に伴う地殻変動であり、

宇佐地区周辺では「2.03m」の沈降が想定されている。
東日本大震災では-1.2m～+0.03m、
昨年1月の能登半島地震では最大4mの隆起が発生している。

説
明



　5-3.液状化とは・・・

地盤が地震の揺れで液体状になること。
その結果、地上の建物や道路などが沈下したり傾いたりするだけでなく、水道管が
浮き上がり断水するなどライフラインへの影響も甚大となる。

傾いた住居

家

下水管 砂粒子 水

地震前 液状化時 地震後

噴水･噴砂

地盤沈下

砂粒子がかみ合い
安定している

砂粒子のかみ合いが
はずれた状態

砂粒子と水を吹き出し
地盤が沈下した状態

（出典）日本経済新聞　2011.6.28 （出典）石川県ホームページから　2024.1月頃

沈下した道路
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5．宇佐地区における地震・津波（レベル1津波発生地震）

液状化による沈下量は地
質条件や施設の構造に
よって異なるため、堤防の
設計時には各地区の各断
面ごとに算出しています。

説
明



　5-4.津波襲来のイメージ

東日本大震災の状況

地震・津波被害事例
■東日本大震災
　　死者　　　　　約16,000人
　　行方不明者   約 2,500人
■能登半島地震
　　死者　                  　245人
　　行方不明者　        　 3人

松岡1区　旧フィッシング宇佐前
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設計津波水位
宇佐地区 TP+6.8m 

5．宇佐地区における地震・津波（レベル １ 津波発生地震）
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旭町　ベイハロー海側 東新町　岸本内科付近

　5-4.津波襲来のイメージ

5．宇佐地区における地震・津波（レベル1津波発生地震）

設計津波水位
宇佐地区 TP+6.8m 
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福浜３区　県道付近

　5-4.津波襲来のイメージ

5．宇佐地区における地震・津波（レベル1津波発生地震）

設計津波水位

宇佐地区 TP+6.8m 

設計津波水位
宇佐地区 TP+3.8m 

福浜4区　河口付近
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井尻地区 竜地区

　5-4.津波襲来のイメージ

5．宇佐地区における地震・津波（レベル1津波発生地震）

設計津波水位
竜地区 TP+6.8m 

設計津波水位
井尻地区 TP+4.2m 



L.W.L

H.W.L

TP -1.116

TP +0.684

H.H.W.L TP +3.284

津波水位 TP +6.80

T.P.+2.20

T.P.-7.80

T.P.+9.50

1:0.5

T.P.+1.20 T.P.+1.10

0.50

1.50

1.00

T.P.-2.10

1:
1.
5

1:0.5

1:1.5

1:1.0

盛土

アスファルト舗装

T.P.-5.81

捨てコンクリート
t=10cm

L=10.00m
鋼管杭 φ1,000x10t(S

L=4.30m
継手材 2L-200x200x20

1:0.5

1.00掘削 0.50

T.P.+7.50

T.P.+6.60

T.P -0.52

計画高 

T.P. +9.50

▽　設計津波高さ　T.P.+6.80

地震で沈下しても
想定される津波高
に耐えられる高さ

　段階施工高 

T.P. +6.60

6-1．平常時

 6．計画高算定の考え方

地震による地盤の変形、
液状化が起きても、
津波の水圧に耐えられる
よう地盤に杭を突き刺す

　地震発生前(平常時）
津波水位に対して約2.7mも高い
堤防となっている。
どうしてこんなに高い施設が必
要なのか？
　それは・・・

説
明

事例：松岡1区付近

海側 陸側



T.P.+2.20

T.P.-7.80

T.P.+9.50

1:0.5

T.P.+1.20 T.P.+1.10

T.P.-2.10

1:
1.
5

1:0.5

1:1.0

盛土

アスファルト舗装

T.P.-5.81

捨てコンクリート
t=10cm

L=10.00m
鋼管杭 φ1,000x10t(S

L=4.30m
継手材 2L-200x200x20

1:0.5

1.00掘削 0.50

T.P.+7.50

T.P.+6.60

T.P -0.52

L.W.L

H.W.L

TP -1.116

TP +0.684

H.H.W.L TP +3.284

津波水位 TP +6.80

6-2．地震発生後

地震前の堤防高 

T.P. +9.50

地震で沈下しても
想定される津波高
に耐えられる高さ

▽　設計津波高さ　T.P.+6.80
2.68m 沈下

地盤沈降や液状化

による影響

 6．計画高算定の考え方

　地震前の地盤高

地震による地盤の変形、
液状化が起きても、
津波の水圧に耐えられる
よう地盤に杭を突き刺す

　地震前の地盤高

　地震後の地盤高

地震発生
　地震後の地盤高

　地震後の堤防高 

T.P. +6.82

　地震発生後
地震による地盤沈降と液状化など
により周辺の地盤とともに防潮堤
が沈下します。
地震後の地盤沈下などを見据えて、
あらかじめ高く整備する必要があ
るのです。

説
明

陸側海側

事例：松岡1区付近



西ノ丁～橋田

計画高 T.P+9.0～9.6m

地震後計画高 T.P+6.9m

地震後段階施工高

段階施工高 T.P+6.6m

設計津波高 T.P+6.8m
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橋田～西ノ丁

T.P+9.5mT.P+9.0m

T.P+6.9m

T.P+9.6m

 7．整備時のイメージ

地震による沈下

地震による沈下

T.P+9.5m T.P+9.0m
T.P+9.1m
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計 画 高　T.P+9.5m

段階施工高　T.P+6.6m2.
9m

断面イメージ １ （ベイハロー付近）

※計画高及び工法は
　イメージで作成

6.
9m

 7．整備時のイメージ



断面イメージ ２ （漁協付近）

※計画高及び工法は
　イメージで作成 25

計 画 高　T.P+9.1m

2.
5m

段階施工高　T.P+6.6m

3.
2m

 7．整備時のイメージ
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計 画 高　T.P+9.5m

段階施工高　T.P+6.6m

2.
9m

断面イメージ ３ （旧フィッシング宇佐付近）

※計画高及び工法は
　イメージで作成

3.
8m

 7．整備時のイメージ
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 7．整備時のイメージ

計画高 T.P+9.3～5.9m

地震後計画高 T.P+6.9m

地震後段階施工高

段階施工高 T.P+6.6～5.5m
設計津波高 T.P+6.8m 

設計津波高  T.P+3.8m 

T.P+5.9m

T.P+9.3m

設計津波高 T.P+4.6m 

松岡～福浜
福浜1,2,3,4区、松岡1,2区

地震による沈下

地震による沈下



28

2.20m

2.70m 4.89m

2.20m

段階施工高　T.P+6.6m

断面イメージ ４ （宇佐大橋付近）

※計画高及び工法は
　イメージで作成

計画高　T.P+9.3m

 7．整備時のイメージ
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計　画　高　T.P+7.1m

段階施工高　T.P+5.3m

0.
9m

1.
8m

現　状　高　T.P+4.4m（背後地より+1.0m）

断面イメージ ５ （いこいの里海側）

※計画高及び工法は
　イメージで作成

 7．整備時のイメージ
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断面イメージ ６ （萩谷川河口付近）

計　画　高　T.P+5.9m

段階施工高　T.P+4.4m1.
2m

 7．整備時のイメージ
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地震による沈下

地震による沈下

計画高 T.P+6.3～6.7m

地震後計画高 T.P+4.3m

地震後段階施工高

段階施工高 T.P+4.5～5.94m

設計津波高 T.P+4.2m

井尻地区

T.P+4.3m

T.P+6.7m T.P+6.5m

T.P+6.3m

 7．整備時のイメージ
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段階施工高　T.P+4.5m

2.
2m

断面イメージ ７（井尻地区）

3.
7m

計　画　高　T.P+6.7m

 7．整備時のイメージ
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地震による沈下

地震による沈下

完成高整備時高さ T.P+9.0～9.2m

完成高整備時【地震後高さ】

段階施工高整備時【地震後高さ】

段階施工高整備時 T.P+6.2m

設計津波高 T.P+6.8m

竜地区

T.P+9.0m
T.P+9.2m

T.P+6.9m

 7．整備時のイメージ
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計　画　高　T.P+9.0m

段階施工高　T.P+6.2m

2.
8m

断面イメージ 5 （竜地区）

3.
5m

 7．整備時のイメージ


